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上智大学・お茶の水女子大学・静岡県立大学は、
2018年度「大学の世界展開力強化事業～COIL型教育を活用した米国等の大学間交流形成支援～」

に合同で採択されています。

海外大学と接続なんて…

と思っていませんか？

上智大学　　　　　お茶の水女子大学 　　　　静岡県立大学
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Sophia University, Ochanomizu University, and the University of Shizuoka 
are selected institutions for the FY2018 “Inter-University Exchange Project: 

Support for the Formation of Collaborative Programs with U.S. Universities using COIL-style Education.”

C ollaborative Online International Learning
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COIL導⼊ガイド冊⼦（英語版）

COILモデルケース集（英語版）



話の流れ

•COILとは？
•実践例（Padletを⽤いて）
•効果と課題
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COILとは？

•Collaborative Online International Learning

•オンラインツールを⽤いた異⽂化間で起こる協働学習
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Virtual Exchange（VE）
双⽅向のやりとり



COILとは？
•「COIL」では，異なる国や異⽂化環境にある2つまたはそれ以
上の⼤学レベルの教室をつなぐためにインターネットを⽤いる。
学⽣の体験学習や協働学習に重きをおいて教員同⼠が協⼒して
シラバスを作ることで，皆が等しくグループ学習できるような
環境をCOILは提供する。 Rubin (2018, p.2)
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COIL とは？

北⽶

アジア

欧州 その他

学⽣同⼠の双⽅向の交流・協働学習

Zoom / Skype   

LINE / WhatsApp  

Padlet / Flipgrid / Slack / Emails   

１学期間ずっと

⼀定の期間連続して

狭義のCOIL

⽬標⾔語で
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同期交流

⾮同期交流



COIL とは？

北⽶

アジア

欧州 その他

学⽣同⼠の双⽅向の交流・協働学習

Zoom / Skype   

LINE / WhatsApp  

１学期間ずっと

⼀定の期間連続して

１・２回 ⽇本国内の⼤学と

⽬標⾔語で ⽇本語で 両⾔語で

授業時間内で

授業時間外で

学⽣と教員の交流

⽇本語COIL

国内COIL

広義のCOIL

Padlet / Flipgrid / Slack / Emails   
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広義のCOIL

Padlet / Flipgrid / Slack / Emails   

COIL とは？

北⽶

アジア

欧州 その他

学⽣同⼠の双⽅向の交流・協働学習

Zoom / Skype   

LINE / WhatsApp  

１学期間ずっと

⼀定の期間連続して

１・２回 ⽇本国内の⼤学と

⽬標⾔語で ⽇本語で 両⾔語で

授業時間内で

授業時間外で

学⽣と教員の交流

同領域間の交流 異⽂化交流型 COIL単独型

異領域間の交流 PBL型 留学合体型

⽇本語COIL

国内COIL

COILの効果

外国語教育・異⽂化理解・専⾨分野の理解
海外に⾏かずして留学体験

留学への動機付け・留学効果を⾼める 等
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広義のCOILCOILとは？

北⽶
学⽣同⼠の双⽅向の交流・協働学習

Zoom / Skype   

LINE / WhatsApp  
⼀定の期間連続して

１・２回 ⽇本国内の⼤学と

⽇本語で 両⾔語で

授業時間外で

異⽂化交流型 COIL単独型

異領域間の交流 PBL型13

Padlet / Flipgrid / / Emails   

COIL実践例（2021年秋）⽇本語COIL』実践例14

語学授業
（⽇本語）
（2年⽣21⼈）

活動⽬的
⽇本語の練習

専⾨授業
（⽇本語学）
（3・4年⽣12⼈）

活動⽬的
⽇本語学習者の
⽇本語を観察
（英語の練習も）

静岡県⽴⼤学
ノースカロライナ⼤学
シャーロット校

使⽤⾔語：英語と⽇本語

実施期間：9週間（10-12⽉）
授業時間外の交流

使⽤ツール：PadletとZoom
（⾮同期と同期）

グループ間のテキスト交流
+ 同期会話 + 学期末プレゼン
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Padletとは

作り⽅は簡単！

PADLETページの作り⽅PADLETページを作成ージの作り⽅
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COIL実践例（2021年秋）⽇本語COIL』実践例26

語学授業
（⽇本語）
（2年⽣21⼈）

活動⽬的
⽇本語の練習

専⾨授業
（⽇本語学）
（3・4年⽣12⼈）

活動⽬的
⽇本語学習者の
⽇本語を観察
（英語の練習も）

静岡県⽴⼤学
ノースカロライナ⼤学
シャーロット校

使⽤⾔語：英語と⽇本語

実施期間：9週間（10-12⽉）
授業時間外の交流

使⽤ツール：PadletとZoom
（⾮同期と同期）

グループ間のテキスト交流
+ 同期会話 + 学期末プレゼン



Date What to do Language

Week 1 Icebreaking ⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で

Week 2 Icebreaking 続・⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で

Week 3 Culture Topic 1 教科書からトピックを選んで意⾒交換 英語

Week 4 Culture Topic 2 教科書から別トピックを選んで意⾒交換 ⽇本語

Week 5 Any topic
⾃由トピックで意⾒交換
学期末プレゼンの話し合い開始

両⽅の⾔語で

Week 6-7
Video 

Presentation 学期末プレゼンの作成・動画のアップ 両⽅の⾔語で

Week 8 Wrap-up 他のプレゼンを⾒てコメントをアップ ⾃分の⾔語で

Week 9 静岡学⽣のみ 学習者の⽇本語について観察結果の報告 ⽇本語

毎週必ず１回投稿する。
相⼿の投稿に毎週コメントをつける。

上記の代わりに同期会話を⾏っても良い。
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Date What to do Language

Week 1 Icebreaking ⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で

Week 2 Icebreaking 続・⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で
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Week 9 静岡学⽣のみ 学習者の⽇本語について観察結果の報告 ⽇本語

うちとけ
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Date What to do Language
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意⾒交換
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Date What to do Language
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協働作業
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Week 2 Icebreaking 続・⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で

Week 3 Culture Topic 1 教科書からトピックを選んで意⾒交換 英語

Week 4 Culture Topic 2 教科書から別トピックを選んで意⾒交換 ⽇本語

Week 5 Any topic
⾃由トピックで意⾒交換
学期末プレゼンの話し合い開始

両⽅の⾔語で

Week 6-7
Video 

Presentation 学期末プレゼンの作成・動画のアップ 両⽅の⾔語で

Week 8 Wrap-up 他のプレゼンを⾒てコメントをアップ ⾃分の⾔語で

Week 9 静岡学⽣のみ 学習者の⽇本語について観察結果の報告 ⽇本語

31

Date What to do Language

Week 1 Icebreaking ⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で

Week 2 Icebreaking 続・⾃⼰紹介 両⽅の⾔語で
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Week 5 Any topic
⾃由トピックで意⾒交換
学期末プレゼンの話し合い開始

両⽅の⾔語で

Week 6-7
Video 

Presentation 学期末プレゼンの作成・動画のアップ 両⽅の⾔語で

Week 8 Wrap-up 他のプレゼンを⾒てコメントをアップ ⾃分の⾔語で

Week 9 静岡学⽣のみ 学習者の⽇本語について観察結果の報告 ⽇本語

9週間もやってられない・・・
という場合もある。

⼀部分だけでも充分可能
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活動の効果と課題33

効果

•組み合わせが合うと交流がとても盛り上がる
•プレゼンに対して授業外からのフィードバック
がもらえる
•打ち合わせや作業の進め⽅が⼿慣れてくる
•⾃信がつく

34
国際交流に対する⾃信

⾔語・グループ作業に対する⾃信
キャリア⽀援につながる



メールの⻑さ
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words

送信回数

活動の効果
澤﨑・横野（2020）

123 è 259 è 409 è 503

内発的動機付けの促進・発話⼒の向上
（加藤・スプリング・森 2017，Kato, Spring & Mori 2020）

効果

•BEVI （Beliefs, Events, 

and Values Inventory）
• 185 質問
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課題

•時差がある中での同期会話
•途中で学⽣の気⼒が萎える
•学⽣間で意欲に温度差がある
•途中で活動や授業履修をやめてしまう
•担当教員の退職
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事前調整

シラバス記述・
活動チェック・採点

!!!
!!!

提⾔

•無理のない範囲でまず何か始める
•次の学期・年度も続ける
•活動内容や期間を無理のない範囲で増やす
•他の授業や活動でも試してみる
•学⽣は⾊々な授業・⾏事でCOILを体験できる
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知り合いの先⽣と



おわり

続けていくことで多くの学びがあることを信じ・・・

ありがとうございました
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